
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
名 称 事業概要 実施時期 

（１）景観プロジェクト 
意次侯の功績や領地として選ばれた地域であることなどを「見える化」し、市内外

の多くの方に知らしめることで、市民の誇りの醸成や牧之原市の知名度の向上を図る。 

 

田沼意次侯銅像建立事業 

意次侯の功績を後世に伝え、ゆかりの地

に住む市民の誇りを醸成するため、募金

による建立を目指す。 

概ね３カ年 

（２）功績の顕彰プロジェクト 
意次侯の功績や関連文化財の評価及び顕彰を行い、その偉業を学ぶことで、次世代

を担う子どもたちをはじめ、市民の郷土愛を醸成する。 

 
「相良城跡」発掘調査事

業 

二の丸土塁・堀跡の発掘を行い、学術調

査、絵図等の比較検証を実施する。 

（現地調査、小学生体験、見学会） 

夏か秋 

城郭研究者トークショー 

勝間田城址祭との合同企画として、周辺

に所在する城について、有名タレントを

迎えてトークショーを開催する。 

秋 

市史料館特別展 

「大意次展」 

田沼意次侯をテーマとした展示会を開催

する。直筆書状３点など多数の資料展示

を予定している。 

10月中旬 

～ 

12月上旬 

田沼意次侯功績顕彰式典 
歴史演談、記念講演、シンポジウム、竹

灯ろうを実施、一大顕彰式典を開催する。 
11/16（土） 

（３）情報発信プロジェクト 
  意次侯に関連した情報を市内外に広く発信するとともに、意次侯の革新的な発想をま
ちづくりに取り込んでいく。 

 
オリジナル記念切手の制

作、販売 

オリジナルフレーム切手を制作し、田沼

ゆかりの地と功績を広くＰＲするととも

に、形に残るものとする。 

６月上旬～ 

首都圏におけるプロモー

ション活動 

東武ﾄｯﾌﾟﾂｱｰｽﾞ㈱との包括連携協定を活

用し、スカイツリーや東武線沿線にてプ

ロモーションイベントを行う。 

未定 

田沼意次侯大河ドラマ化

推進事業 

生誕 300年を契機に、意次侯の功績顕彰、

イメージアップと市の知名度向上を目的

に、NHK大河ドラマ化を推進する。 

５月～ 

（４）産業活性プロジェクト 
  意次侯の歴史的魅力をさらに磨き上げ、意次侯の政策的発想なども取り入れた特産品
の開発・ＰＲに取り組み、地域産業・経済活動の活性化を促進する。 

 
田沼意次侯生誕 300 年記

念大祭 

市産業フェアを御城下風に装飾し、かつ

ての賑わいを創出、ステージの催し物や

会場での物産販売等を行う。 

11/17（日） 

田沼意次侯商品開発事業 
「田沼」をコンセプトとした独自の商品

開発に取り組み、商品化して販売する。 
５月～ 

（５）観光交流プロジェクト 
  意次侯を有用な地域資源として捉え、関連イベントなどを開催することで、全国から
観光誘客を図り地元消費を促進する。 

 ぶらり田沼の旅 

(静岡ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

連動企画) 

学芸員の解説付きで古絵図を見ながら田

沼ゆかりの地を巡るとともに、寺院など

で什物の特別公開を行う。 

5/3（金・祝） 

5/19（日） 

6/9（日） 

田沼意次侯大名行列 
生誕 300 年記念大祭に合わせ、旧城下町

を仮装した大名行列が練り歩く。 
11/17（日） 
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田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
に
あ
た
る
２
０
１
９
年
度
の
記
念
事
業
が
固
ま
り
ま
し
た
。
意
次
侯
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
「
田
沼
再
興
戦
略
」

に
掲
げ
る
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
市
を
あ
げ
て
功
績
の
顕
彰
、
地
域
活
性
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
の
都
度
、「
意
次
通
信
」
や
「
意
次
ド
ッ
ト
コ
ム
」
サ
イ
ト
な
ど
で
詳
細
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

１
０
０
年
に
一
度
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
大
勢
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
１
０
０
年
後
の
生
誕
４
０
０
年
に
語

り
継
が
れ
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

通信 

意次ドットコム 

田沼意次情報は 
こちらから！ 田沼意次侯生誕 300 年 

2019 年度記念事業が固まる 

「田
沼
再
興
戦
略
」に
掲
げ
る
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、 

功
績
の
顕
彰
、
地
域
活
性
化
を
さ
ら
に
加
速 

＜2019 年度の主な記念事業＞ 
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相
良
港
防
潮
堤
の
壁
画 

相
良
高
美
術
部
と
市
民
有
志
が
修
復 

76 

意次侯の功績を伝える作品 
高校生の活躍で相次いで完成 

読
み
聞
か
せ
大
型
紙
芝
居 

榛
原
高
美
術
部
と
市
民
有
志
が
制
作 

 

相
良
港
防
潮
堤
の
壁
画
は
、
意
次
侯
の
生
誕
３
０
０

年
を
記
念
し
、
相
良
高
校
美
術
部
の
生
徒
と
地
元
で
屋
外

広
告
物
業
を
営
む
㈱
彩
巧
社
の
小
原
義
夫
さ
ん
ら
市
民

有
志
と
の
協
働
に
よ
り
修
復
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

田
沼
意
次
侯
を
題
材
と
し
た
、
高
さ
約
３
ｍ
、
全
長
約 

 

ｍ
の
壁
画
は
、 

数
年
が
経
過
し
て
色
褪
せ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
の
修
復
で
き
れ
い
に
塗
装
さ
れ
、
意
次

侯
の
肖
像
画
な
ど
、
一
部
の
デ
ザ
イ
ン
は
新
し
い
も
の
に

書
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
３
月 

日
、
関
係
者
が
出
席
し
壁
画
の
除
幕

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

壁
画
は
、
「
田
沼
の
ま
ち 
牧
之
原
市
」
を
象
徴
す
る

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

20 15 

 

大
型
紙
芝
居
は
、
榛
原
高
校
美
術
部
の
生
徒
と
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ナ
リ
オ
制
作
に
協
力
し
た
市
民

有
志
と
の
協
働
に
よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。 

 

縦
約 
㎝
、
横
約 

㎝
の
紙 

枚
を
使
っ
て
作
ら
れ

た
紙
芝
居
は
、
意
次
侯
の
功
績
や
人
柄
な
ど
を
紹
介
す

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
３
月 

日
、
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
３
名
の
代
表
に
よ
る
朗
読
で
初
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
型
紙
芝
居
は
、
４
月
中
旬
か
ら
相
良
図
書
館

で
貸
し
出
し
を
始
め
、
図
書
館
で
の
お
話
会
や
小
学
校

で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。 

 

紙
芝
居
は
、
意
次
侯
の
功
績
な
ど
を
語
り
継
ぐ
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

意次侯の壁画の前で完成を喜ぶ相良高校美術部生徒と小原さん 

紙芝居を手に完成を喜ぶ榛原高校美術部生徒と関係者 

50 

80 

12 15 

読んで学ぼう！意次書籍コーナー 

「田
沼
意
次 

そ
の
虚
実
」 

後
藤
一
朗 

著
、
清
水
書
院 

出
版 

 

田
沼
意
次
と
言
え
ば
「
賄
賂
政
治
家
」。
こ

れ
は
、
反
体
政
権
が
残
し
た
史
料
に
よ
る
虚

像
に
過
ぎ
な
い
。 

 

こ
の
田
沼
の
冤
罪
を
す
す
ぐ
こ
と
に
情
熱

を
燃
や
す
著
者
は
、
悪
人
田
沼
像
を
否
定
し
、

新
た
な
像
を
呈
示
し
て
い
ま
す
。 

 

田
沼
意
次
か
ら
松
平
へ
、
一
連
の
政
権
交

代
の
真
相
を
「
徳
川
家
お
家
騒
動
＝
一
橋
幕

府
節
」
と
し
て
論
証
し
た
大
胆
な
書
で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
か
ら 

田
沼
意
次
侯
の
評
価
に
つ
い
て
学
ぶ 

講演する東京学芸大学の 

大石 学教授 

 

田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環

で
、
東
京
学
芸
大
学
の
大
石
学
教
授
を
講
師
に
招

い
た
講
演
会
「
田
沼
意
次
の
虚
像
（
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
）
と
実
像
（
リ
ア
ル
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

意
次
は
、
賄
賂
に
よ
る
悪
徳
政
治
家
と
い
う
見

方
と
、
幕
府
財
政
を
立
て
直
し
た
改
革
者
と
の
見

解
が
混
在
し
、
評
価
も
時
代
ご
と
に
変
遷
し
て
い

る
こ
と
を
解
説
。「
悪
徳
政
治
家
か
改
革
者
か
の
議

論
に
執
着
す
る
よ
り
も
、
意
次
が
思
い
描
い
た
日

本
、
国
づ
く
り
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 


